物理学の 学徒と しての 自分 は、 日常 普通に 身辺に 起 

ァ J る 自然現象に 不思議 を 感ずる 事 は 多 いが、 古来の い 

わ ゆる 「怪異」 なる ものの 存在 を 信ずる こと はでき な 

い。 しかし 昔から われわれの 祖先が 多くの 「怪異」 に 

遭遇し それ を 「目撃」 して 来たと いう 人事 的 現象と し 

ての 「事実」 を 否定す る もので はない。 われわれの 役 

目 はた だ それらの 怪異 現象の 記録 を 現代科学 上の 語彙 

を 借りて 翻訳す る だけの 事で なければ ならない。 この 

仕事 はしかし はなはだ 困難な ものである。 錯覚 や 誇張 

てんか 

さらに 転訛の レンズに よって はなはだしく ゆがめられ 

た 影像から その 本体 を 言 い 当てなければ ならない。 そ 



こうち 

その 怪異の 第一 は、 自分の 郷里 高 知 付近で 知られて 

はらみ 

いる 「孕の ジ ヤン」 と 称する ものである。 孕 は 地名で 

うらどわん 

高 知の 海岸に 並行す る 山脈が 浦 戸 湾に 中断され た その 

両側の 突端の 地と その 海峡と を 込めた 名前で ある。 こ 

と さ きょうどし 

の 現象に ついては、 最近に、 土 佐 郷土史の 権威と して 

とざん こじ てらいし まさみち 

知られた 杜山 居士 寺 石 正路 氏が 雑誌 「土 佐史 壇」 第 十 

七 号に 「郷土史 断片」 その 三 〇 として 記載され たもの 

が ある。 「(前略) 昔 はだい ぶ 評判の 事で あつたが、 こ 



の ごろ は 全く その 沙汰がない、 根拠の 無き 話 かと 思え 

ぬまず み かもち まさず み おう 

ば、 「土 佐 今昔 物語」 という 書に、 沼 澄 (鹿 持雅澄 翁) 

の 名 を も つ て 左のと おりし るされ ている。 

孕の 海に ジ ヤンと 唱 うる 稀 有の もの ありけ り、 たれ 

しの 人 もい まだ その 形 を 見た る ものな く、 その物 は 

夜半に ジャ ー ンと 鳴り響きて 海上 を 過ぎ行く なりけ 

り、 漁業 をして 世 を 渡る どち に、 夜半に 小舟 浮かべ 

つ さち 

て、 ある は 釣り を たれ、 あるいは 網 を 打ちて 幸 多 か 

る も、 この も 〔# 「も」 に 「原」 の 注記〕 海上 を 行き 過 

ぐれば たちまちに 魚 騒ぎ 走りて、 時 を 移す とも その 

さち 

夜 はまた 幸な かりけ り、 高 知 ほとりの 方言に、 もの 



の 破談に なりたる 事をジ ヤンに なりたり という も、 

この 海上 行き 過ぐ る ものより いでたる ことなん 語り 

伝えたり とや。 

この 文 は 鹿 持 翁の 筆 なれば おおよそ 小 百年 前の こと 

はらみ 

にして 孕 のジ ヤン はこの ほどの 昔よりも すでに その 

伝が あった ことが 知れる (後略)。」 寺 石 氏 はこの ジャ 

ごびゅう 

ンの 意味の 転用に 関する 上記の 説の 誤謬 を 指摘して い 

る。 また 終わりに 詉訪 湖の 神 渡りの 音響の 事 を 引き、 

孕の ジ ヤン は 「何 か 微妙な 地の 震動に 関した ことで は 

あるまい か」 と 述べて おられる。 

私 は 幼時 近所の 老人から たびたび これと 同様な 話 を 



に 物理的に は 全くた だ 小規模の 地震であって、 それが 

ちかく ひょうそう 

小 局部に かつ 多く は 地殻 表層 に 近く 起こる というに 

過ぎないで あろうと 判断され る。 

もし I 孕 のジ ヤン」 として 知られた 記録 どおりの 現 

象が、 実際にあった ものと 仮定し、 また これが 

つくば ちほう 

筑波 地方の 地鳴りと 同 一 系統の 地球物理学 的 現象で あ 

ると 仮定す ると、 それから 多少 興味の ある 地震学 上の 

ス ぺキュ レ— シ ョ ンを 組み立てる 事が できる。 

ジ ヤンの 記録 はすで に 百年 前に は ある。 もっとも こ 

の 記録で は、 当時 これが 現存した もの か、 あるいは 過 

去の 事と して 書いた もの か、 あま リ 判然と はしない。 



そしてと にかく われわれの 現 時 はない と言われて いる。 

自分の 幼時に この 事 を 話した 老人 は 現に 自分で これ を 

体験した かの ごとく 話した が、 それ は 疑わしい として 

も、 この 老人の 頭の 若かった 時代に この 話が かなりの 

生々 しい 色彩 を もって 流布され ていた 事 は 確から しい。 

土 佐に おける 大地 変の 最初の 記録と して は、 西暦 六 

八 四 年天武 天皇の 時代の 地震で、 土地 五十 万頃が 陥落 

して 海と なった という 記録が あり、 それから ずっと 後 

に は 慶長九 年 ( 一 六 〇 四) と 宝 永 四 年 ( 一 七 〇 七) な 

ら びに 安政 元年 二 八 五 四) とこの 三回の 大地震が 知 

られ ており、 このうち で、 後の 二回に は、 海浜の 地帯 



ろう。 

それで 問題の 怪異の 一 つの 可能な 説明と して は、 こ 

れは、 ある 時代、 おそらく は 宝 永 地震 後、 安政 地震の 

ころへ かけて、 この 地方の 地殻に 特殊な 歪 を 生じた た 

めに、 表層 岩石の 内部に 小規模の 地す ベリ を 起こし、 

従って 地鳴りの 現象 を 生じて いたのが、 近年に 至って 

そ の 歪が 調整 されても は や 変動 を 起， J さなくな つたの 

ではない かとい う 事で ある。 

この 作業仮説の 正否 を 吟味し うるた めに は、 われ わ 

れは 後日 を 待つ ほか はない。 もし 他日 この 同じ 地方に 

再び 頻繁に 地鳴り を 生ずる ような 事が 起これば、 その 



二 

た いま た 、， ま - やう 

次に 問題に したいと 思う 怪異 は 「頹 馬」 「提馬 風」 ま 

のうび 

た 濃 尾 地方で 「ギ バ」 と 称する もので、 これ は 馬 を 襲つ 

て それ を 斃死させる 魔物 だそう である。 これに 関する 

いそきよし みんぞく かいい へん 

自分の 知識 はた だ、 磯清 氏 著 「民俗 怪異 篇」 によって 

得た だけであって、 特に 自分で 調べた わけで はない が、 

近 ごろ 偶然 この 書物の 記事 を 読んだ 時に、 考えついた 

一 つの 仮説が ある。 それ は、 この 怪異 は セント エルモ 

の 火、 あるいは これに 類似の 空中 放電 現象と 連関した 

もので はない かと いう 事で ある。 



右の 磯 氏の 記述に よると この ギバの 現象に は 二 説 あ 

る。 その 一 つに よると 旋風の ような ものが 襲来して、 

その 際に 「馬の たてがみが 一筋 一筋に 立って、 そのた 

てがみの 中に 細い糸の ような あかい 光が さし 込む」 と 

馬 は まもなく 死ぬ、 そのと き、 もし 「すぐと 刀 を 抜い 

て 馬の 行く手 を 切り払う」 と、 その 風が それて 行って 

馬 を 襲わない というの である。 もう 一 つの 説に よると、 

しょ ラ じょうひ 

「玉虫色の 小さな 馬に 乗って、 猩々 緋 のよう な ものの 

ようら く 

着物 を 着て、 金の 瓔珞 をいた だいた」 女が 空中から 襲つ 

よ-つじよ 

て 来て 「妖女 は その 馬の 前足 を あげて 被害の 馬の 口に 

当てて あと 足 を 耳から たてがみに かけて 踏みつける、 



晴れる、 村 雲な どが 出たり はいった りする 日に 限って」 

現われる と ある。 また 一 日 じゅうの 時刻に ついては 

「朝 五つ 時 前 (午前 八 時)、 夕 七つ 時 過ぎ (午後 四時) 

に はか けられない、 多く は 日盛りで あると いう」 と あ 

る。 

また この 出現す るのに おのずから 場所が 定まって い 

る 傾向が あり、 たとえば 一 里 塚の ような 所の 例が あげ 

られ ている。 

もう 一 つ 参考になる の は、 馬 を ギバの 難から 救う 方 

はんてん ふろしき 

法と して、 これが 襲い かかった 時に、 半纏で も 風呂敷 

むしろ 

でも 莛 でも、 そういう もの を 馬の 首から かぶせる と 



ギバの 現象が 現 時に おいても どこかの 地方で 存在 を 

認められて いるか。 もしい ると すれば これに 遭遇した 

と いう 人の 記述 を できるだけ 多く 収集した いもので あ 

る。 読者の 中で もし なんらかの 資料 を 供給され るなら 

ば大 幸で ある。 

(この 「怪異 考」 は 機会が あらば、 あと を 続けたい 

という 希望 を もっている。 昭和 二 年 十月 四日) 

(昭和 二 年 十一月、 思想) 
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